
文教委員会資料 
 

２ 所管事務の調査（報告） 

(3) 「（仮称）第３期川崎市こども・若者の未来応援プラン」策定方針について 

   

 

 

 

資料 「（仮称）第３期川崎市こども・若者の未来応援プラン」策定方針 

 

 

 

 

 

こども未来局 

（令和７年５月２９日） 

-1-



「（仮称）第３期川崎市こども・若者の未来応援プラン」策定方針

 こども・若者や子育て家庭を取り巻く環境の急速な変化
（少子高齢化の進展や核家族化、人口減少社会到来等の社会状況の変化、若い子育て世代の流出入、共働き世帯の増加など）
 児童虐待、いじめ、不登校やニート・ひきもこり、非行、犯罪被害、ヤングケアラーなど困難を抱えるこども・若者や、子育てに不安や負担を
感じる家庭が増加しており、こども・若者や子育て家庭が孤立しないように、地域が寄り添い、安全・安心に暮らせるまちづくりが求められる
 こども基本法の施行、こども施策を総合的に推進するためのこども大綱が策定され、国が掲げる全てのこども・若者が、将来にわたって幸せな
状態で生活を送ることができる社会である「こどもまんなか社会」の実現を目指し、こども等の意見の反映、市町村こども計画の策定などが求
められる

１ 背景・計画策定の趣旨

子育て世帯が抱える“不安感”や“負担感”を踏まえ、子育てに見通しと安心感をもてるよう、教育分野、関連する他分野の
行政計画や施策と連携しながら、対応すべき課題と取り組むべき施策を整理し、こども・若者への支援や子育て支援を
総合的に推進するため、市民にわかりやすく、伝わりやすい計画として、
「（仮称）第３期川崎市こども・若者の未来応援プラン」を策定する

２ 名称

「 （仮称）第３期川崎市こども・若者の未来応援プラン」

「こども」の表記について、国の通知（「こども」表記の推奨について（依頼））に基づき、平仮名表記の「こども」を用いる。
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「（仮称）第３期川崎市こども・若者の未来応援プラン」策定方針

ア 地域社会全体で子育てを応援する環境づくり

イ こども・若者が自分らしくすこやかに成長できる環境づくり

ウ 安全・安心に子育てできる環境づくり

 周産期〜就学前〜学齢期を通じ、ライフステージに応じた支援策等の効果的な情報発信
 DXを活用した利便性向上や、地域社会全体で子育てを応援するしくみづくりの推進

 こども基本法やこども大綱を踏まえたこども・若者の意見聴取等の取組の推進
 こどもがすこやかに成長するためのこどもの発達段階に応じた居場所づくりの推進

 こども・若者や子育て世帯が抱える不安や課題に早期に対応するための関係機関連携・支援体制の強化
 こども・若者を取り巻く個別課題（こどもの貧困・児童虐待・困難を抱えるこども・若者など）への的確な対応

・こども施策に関する各種計画の基本理念や基本的な考え方を継承しつつ、「川崎市総合計画第４期実施計画」との整合性を図りながら、「かわさ
き教育プラン」をはじめとした、こども施策に関連する分野別計画と連携し、本市のこども施策全体が把握できる計画とする

・令和５年度に閣議決定された国の「こども大綱」を踏まえた「川崎市こども計画」として策定する

計画の期間

計画の位置づけ

・「川崎市総合計画第４期実施計画」との整合性を図るため、令和８（2026）年度から令和11（2029）年度までの４年間とする
・令和６年度に第6章改定版として策定した子ども・子育て支援法に基づく「市町村子ども・子育て支援事業計画」については、計画期間が同じ
令和11（2029）年度までであることをふまえ、乳児等通園支援事業等の項目追加など必要な時点更新を行う

次期プランにおいて重点的に取組むことが必要と考えられる事項

３ 構成等

概ね、次の内容を記載する方向で策定作業を推進
（１）総論（策定の背景・趣旨、計画の位置づけ、構成、計画の期間、対象、本市の社会状況、こども・若者や子育て家庭を取り巻く状況、基本理

念・基本的な視点・施策の方向性など）
（２）各論（施策の展開、各種計画の量の見込みと確保方策、計画の進行管理など）
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包含する計画の名称 計画の概要 計画の根拠等 策定指針等

市町村こども計画
こども大綱・都道府県こども計画を勘案して作成する
計画

こども基本法 第 10 条 こども大綱

子ども・若者計画
総合的な子ども・若者育成支援施策を推進するための

計画
子ども・若者育成支援推進法第9条第2項

子供・若者育成支援推進大綱（こども大綱に一元

化）

次世代育成支援対策行動計画 次世代育成支援対策を総合的に推進するための計画 次世代育成支援対策推進法第 8 条
次世代育成支援対策推進法に基づく行動計画策定

指針

子どもの貧困対策推進計画 子どもの貧困対策を総合的に推進するための計画
子どもの貧困対策の推進に関する法律第10条第2

項

子供の貧困対策に関する大綱 （こども大綱に一元

化）

子ども・子育て支援事業計画
子ども・子育て支援給付及び地域子ども子育て支援事

業を総合的に行うための計画
子ども・子育て支援法第61条第1項

教育・保育及び地域子ども・子育て支援事業の提

供体制の整備並びに子ども・子育て支援給付並び

に地域子ども・子育て支援事業及び仕事・子育て

両立支援事業の円滑な実施を確保するための基本

的な指針（平成 26年内閣府告示第 159 号）

ひとり親家庭等自立促進計画
ひとり親家庭等の生活の安定と向上のための施策を総

合的に推進するための計画
母子及び父子並びに寡婦福祉法第12条第1項

母子家庭等及び寡婦の生活の安定と向上のための

措置に関する基本的な方針

保育所等整備計画
乳児・幼児に対し、必要な保育を確保するための保育

所等の整備計画
児童福祉法第56条の４の２

成育医療等に関する計画
妊産婦を含めた成育過程にある者等に対して横断的な

視点での総合的な取組を推進するための計画

成育過程にある者及びその保護者並びに妊産婦に

対し必要な成育医療等を切れ目なく提供するため

の施策の総合的な推進に関する法律

成育医療等基本方針に基づく計画策定指針

成育医療等基本方針に基づく評価指標

児童家庭支援・児童虐待対策事

業推進計画

児童家庭支援・児童虐待対策を強化充実し、「虐待の

ないまちづくり」を推進するための計画
川崎市子どもを虐待から守る条例

社会的養育推進計画
子どもの最善の利益の実現に向けた、社会的養育を推

進するための計画

「都道府県社会的養育推進計画」の策定について

（平成30 年７月６日付厚生労働省通知、子発

0706 第１号）

放課後児童対策パッケージ
放課後児童クラブと放課後子供教室の両事業の計画的

な整備等を推進するための計画

「新・放課後子ども総合プラン」について（平成

３０年９月１４日付文部科学省・厚生労働省通知、

３０文科生第３９６号・子発０９１４第１号）

「（仮称）第３期川崎市こども・若者の未来応援プラン」策定方針

４ 包含予定の各種計画
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「（仮称）第３期川崎市こども・若者の未来応援プラン」策定方針
５ 策定推進体制

（１）川崎市こども施策庁内推進本部会議（庁内）

「（仮称）第３期川崎市こども・若者の未来応援プラン」の策定に関する事項は、こども・子育て支援に関する各種施策を総合的に推進するため、
市長を議長として関係局で構成した「こども施策庁内推進本部会議」において策定を進める

（２）審議会からの意見聴取及び助言

「川崎市子ども・子育て会議条例」で「市町村子ども・子育て支援事業計画」に関する事項は、「子ども・子育て会議」の所掌となっているほか、
これまでもこども施策の推進に関する事項については、「子ども・子育て会議」から意見や助言をいただきながら、施策を推進してきたことから、
「子ども・子育て会議」からの意見等を踏まえて策定を進めることとする。

文教委員会報告（こども・若者の未来応援プラン策定方針）
「（仮称）第３期川崎市こども・若者の未来応援プラン策定方針」の策定

「子ども・若者の未来応援プラン」の年度評価（令和６年度）公表

文教委員会報告（こども・若者の未来応援プラン素案、パブリックコメント）
「（仮称）第３期川崎市こども・若者の未来応援プラン素案」の策定・公表

１１月下旬
〜

１２月下旬

文教委員会報告（パブリックコメント結果、こども・若者の未来応援プラン案）
「（仮称）第３期川崎市こども・若者の未来応援プラン案」の公表

R6.11月 子ども・若者調査開始

５月

１１月

２月

８月

素案パブリックコメントの実施

文教委員会報告（子ども・若者調査結果）
子ども・若者調査集計結果公表

R7.４月

６ スケジュール

「（仮称）第３期川崎市こども・若者の未来応援プラン」の策定・公表３月
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令和６年度川崎市子ども・若者調査結果について
１ 本資料の趣旨

２ 各調査項目の概況

令和６年度に実施した「川崎市子ども・若者調査」では、保護者（未就学児、小学校２年生・小学校５年生・中学校２年生）及び子ども・若者（小学校５年生・中学
校２年生・16〜30歳）を対象に調査を実施し、子育て世帯の概況や子育てに関する心配ごと・悩み、子ども・若者の生活状況等、幅広い項目についての結果を得た。
今後の「（仮称）第３期川崎市こども・若者の未来応援プラン」の策定作業に向けて、多岐にわたる調査結果から全体の状況や傾向等を捉えることができるよう情報

を整理したもの。

（１）子育て世帯の概況

 『母親』就労状況では「正規社員・正規職員・会社役員」がいずれの年齢でも前回調査より高い。
 世帯の所得分類は、「分類Ⅲ」はいずれの年齢でも前回調査より高い。
 「１日に３食食べるために必要とする食料が買えなかった経験」等について、所得分類別では『分類Ⅰ』『分類Ⅱ』が、世帯構成別ではひとり親核家族の世帯が

前回調査より高い。

※「分類Ⅰ」…等価可処分所得が貧困線(127万円)未満の世帯
※「分類Ⅱ」…貧困線以上等価可処分所得の中央値(254万円)未満の世帯
※「分類Ⅲ」…中央値以上の等価可処分所得の世帯

正規社員・正規

職員・会社役員

嘱託・契約社

員・派遣職員

パート・アルバ
イト・日雇い・

非常勤

自営業（家族従

事者、内職、自

由業、フリーラ
ンス含む）

働いていない

（専業主婦）

いない、

わからない
無回答

[ 凡例 ]

母          親
　　（n=1,993）

父          親
　　（n=1,993）

55.6 

88.3 

4.6 

1.1 

16.1 

0.5 

4.5 

6.8 

18.0 

0.4 

0.1 

0.0 

1.1 

3.0 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

正規社員・正規

職員・会社役員

嘱託・契約社

員・派遣職員

パート・アルバ
イト・日雇い・

非常勤

自営業（家族従
事者、内職、自

由業、フリーラ
ンス含む）

働いていない
（専業主婦

（夫））

いない、

わからない
無回答

[ 凡例 ]

母          親
　　（n=2,223）

父          親
　　（n=2,223）

44.0 

88.5 

4.4 

1.0 

13.4 

0.9 

4.2 

6.5 

33.5 

0.3 

0.0 

1.2 

0.5 

1.6 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

＜今回調査＞【図表 2-26 保護者の就労状況】 ＜前回調査＞【図表 2-27 保護者の就労状況】０〜６歳の保護者 ０〜６歳の保護者
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＜前回調査＞【図表 3-48 母親の就労状況】小・中学生の保護者 ＜今回調査＞【図表 3-47 母親の就労状況】小・中学生の保護者 小・中学生の保護者
正規社員・

正規職員・

会社役員

嘱託・契約

社員・派遣

職員

パート・ア

ルバイト・

日雇い・非

常勤

自営業（家

族従事者、

内職、自由

業、フリー

ランス含

む）

働いて

いない（専

業主婦）

いない、

わからない

無回答

[ 凡例 ]

小学校２年生
（n=2,051）

小学校５年生
（n=1,805）

中学校２年生

（n=1,706）

40.0

35.4

32.8

4.9

6.8

8.0

28.3

35.1

37.6

7.0

6.0

5.6

18.7

15.5

13.5

0.0

0.1

0.1

1.2

1.2

2.3

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

正規社員・

正規職員・

会社役員

嘱託・契約

社員・派遣

職員

パート・ア

ルバイト・

日雇い・非

常勤

自営業（家

族従事者、

内職、自由

業、フリー

ランス含

む）

働いて

いない（専

業主婦）

いない、

わからない

無回答

[ 凡例 ]

小学校２年生
（n=2,839）

小学校５年生
（n=2,633）

中学校２年生

（n=2,825）

30.2

25.1

21.9

4.7

5.9

8.0

30.3

39.9

46.3

6.0

4.9

5.2

28.1

22.3

16.4

0.3

0.7

0.7

0.5

1.2

1.6

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

＜前回調査＞【図表 2-40 所得分類】＜今回調査＞【図表 2-39 所得分類】

分類Ⅰ 分類Ⅱ 分類Ⅲ 無回答

[ 凡例 ]

全          体
　　（n=1,993） 3.4 12.8 78.7 5.1 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

分類Ⅰ 分類Ⅱ 分類Ⅲ 無回答

[ 凡例 ]

全          体
　　（n=2,223） 2.3 17.1 72.9 7.7 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

０〜６歳の保護者 ０〜６歳の保護者

分類Ⅰ 分類Ⅱ 分類Ⅲ 無回答

[ 凡例 ]

小学校２年生

（n=2,051）

小学校５年生

（n=1,805）

中学校２年生

（n=1,706）

3.9

3.4

3.2

10.7

11.5

10.6

80.5

80.8

81.1

4.9

4.3

5.2

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

令和６年度川崎市子ども・若者調査結果について

小・中学生の保護者 小・中学生の保護者
分類Ⅰ 分類Ⅱ 分類Ⅲ 無回答

[ 凡例 ]

小学校２年生

（n=2,839）

小学校５年生

（n=2,633）

中学校２年生

（n=2,825）

3.3

3.5

5.0

16.2

13.9

16.4

74.5

74.5

68.2

6.0

8.1

10.4

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

＜前回調査＞【図表 2-40 所得分類】

＜前回調査＞【図表 3-76 所得分類】＜今回調査＞【図表 3-75 所得分類】

（１）子育て世帯の概況
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＜前回調査＞【図表 2-61 （ア）１日３食食べる
ために必要な食料が買えなかった経験の有無】

＜今回調査＞【図表 2-60 （ア）１日３食食べる
ために必要な食料が買えなかった経験の有無】

小２の保護者

令和６年度川崎市子ども・若者調査結果について

０〜６歳の保護者 ０〜６歳の保護者

4.7

4.1

6.5

24.2

21.4

0 10 20 30 40

全 体 (n=1,993)

ふたり親核家族 (n=1,861)

ふたり親親族同居 (n=77)

ひとり親核家族 (n=33)

ひとり親親族同居 (n=14)

一度でもあった
(%)

4.7

28.3

12.8

2.5

0 10 20 30 40

全 体 (n=1,993)

分 類 Ⅰ (n=67)

分 類 Ⅱ (n=256)

分 類 Ⅲ (n=1,568)

一度でもあった
(%)

2.6

2.0

5.3

12.9

0 10 20 30 40

全 体 (n=2,200)

ふたり親核家族 (n=2,015)

ふたり親親族同居 (n=57)

ひとり親 (n=62)

一度でもあった
(%)

2.6

19.6

6.3

0.7

0 10 20 30 40

全 体 (n=2,200)

分 類 Ⅰ (n=51)

分 類 Ⅱ (n=379)

分 類 Ⅲ (n=1,609)

一度でもあった
(%)

＜前回調査＞【図表 3-131 （ア）１日３食食べ
るために必要な食料が買えなかった経験の有無】

＜今回調査＞【図表 3-130 （ア）１日３食食べ
るために必要な食料が買えなかった経験の有無】小２の保護者

1.8

6.4

5.7

0.7

0 5 10 15 20 25

全 体(n=2,816)

分 類 Ⅰ (n=94)

分 類 Ⅱ (n=455)

分 類 Ⅲ(n=2,108)

一度でもあった (%)

1.8

1.6

2.0

7.1

0.0

0 5 10 15 20

全 体(n=2,816)

ふたり親核家族(n=2,557)

ふたり親親族同居 (n=99)

ひとり親核家族 (n=112)

ひとり親親族同居 (n=30)

一度でもあった (%)

3.9

3.4

3.8

16.4

9.4

0 5 10 15 20

全 体(n=2,036)

ふたり親核家族(n=1,834)

ふたり親親族同居(n=105)

ひとり親核家族 (n=61)

ひとり親親族同居 (n=32)

一度でもあった (%)

3.9

24.4

11.0

2.0

0 5 10 15 20 25

全 体(n=2,036)

分 類 Ⅰ (n=78)

分 類 Ⅱ (n=218)

分 類 Ⅲ(n=1,650)

一度でもあった (%)

（１）子育て世帯の概況
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＜前回調査＞【図表 3-139 （ア）１日３食食べ
るために必要な食料が買えなかった経験の有無】

＜今回調査＞【図表 3-138 （ア）１日３食食べ
るために必要な食料が買えなかった経験の有無】

令和６年度川崎市子ども・若者調査結果について

＜前回調査＞【図表 3-147 （ア）１日３食食べ
るために必要な食料が買えなかった経験の有無】

＜今回調査＞【図表 3-146 （ア）１日３食食べ
るために必要な食料が買えなかった経験の有無】中２の保護者

小５の保護者 小５の保護者

3.6

2.5

6.1

17.9

18.2

0 5 10 15 20

全 体(n=1,787)

ふたり親核家族(n=1,587)

ふたり親親族同居 (n=82)

ひとり親核家族 (n=95)

ひとり親親族同居 (n=22)

一度でもあった (%)

3.6

29.0

11.1

1.6

0 10 20 30

全 体(n=1,787)

分 類 Ⅰ (n=62)

分 類 Ⅱ (n=207)

分 類 Ⅲ(n=1,454)

一度でもあった (%)

2.6

17.8

7.1

0.8

0 10 20 30

全 体(n=2,601)

分 類 Ⅰ (n=90)

分 類 Ⅱ (n=366)

分 類 Ⅲ(n=1,954)

一度でもあった (%)

2.6

1.7

3.6

14.3

8.7

0 5 10 15 20

全 体(n=2,601)

ふたり親核家族(n=2,283)

ふたり親親族同居(n=112)

ひとり親核家族 (n=140)

ひとり親親族同居 (n=46)

一度でもあった (%)

中２の保護者

4.2

3.2

3.5

15.8

16.7

0 5 10 15 20

全 体(n=1,697)

ふたり親核家族(n=1,476)

ふたり親親族同居 (n=86)

ひとり親核家族 (n=101)

ひとり親親族同居 (n=30)

一度でもあった (%)

4.2

16.7

15.1

2.2

0 5 10 15 20 25

全 体(n=1,697)

分 類 Ⅰ (n=54)

分 類 Ⅱ (n=179)

分 類 Ⅲ(n=1,380)

一度でもあった (%)

3.2

2.4

0.8

10.8

9.3

0 5 10 15 20

全 体(n=2,777)

ふたり親核家族(n=2,328)

ふたり親親族同居(n=121)

ひとり親核家族 (n=249)

ひとり親親族同居 (n=43)

一度でもあった (%)

3.2

14.8

7.1

1.1

0 5 10 15 20 25

全 体(n=2,777)

分 類 Ⅰ  (n=135)

分 類 Ⅱ (n=462)

分 類 Ⅲ(n=1,914)

一度でもあった (%)

（１）子育て世帯の概況

-9-



令和６年度川崎市子ども・若者調査結果について
（２）保護者の状況（子育てに関する感情、新たに子どもを持つ意向）

 子育てに関する感情は、「いつも」は『子どもを育てるのは楽しくて幸せなことだと感じた』が最も高く、次いで『子どもと遊ぶのはおもしろいと感じた』となっている。
 「新たに子どもを持ちたい」は36.5％で、前回調査より高い。
 「新たに子どもを持ちたいと思わない理由」は、「子育てのためのお金がないため」「今の子育てで手がいっぱいで、これ以上、子育てに時間が割けないため」「子育て

と仕事の両立で心身の負担が大きいため」が高く、「子育てのためのお金がないため」「残業が多いなど、仕事が忙しいため」が前回調査より高い。

＜今回調査＞【図表 2-84 子育てに関する感情】 ＜前回調査＞【図表 2-85 子育てに関する感情】０〜６歳の保護者 ０〜６歳の保護者
全  体（n=1,993） いつも たいてい ときどき 少しだけ

まったく
ない

無回答

[ 凡例 ]

（ア）子どもを育てるのは楽しくて
      幸せなことだと感じた

（イ）子どもと遊ぶのはおもしろいと
      感じた

（ウ）子どもが自分の言うことを
      聞かなくてイライラした

（エ）孤独感を感じた

36.7 

33.8 

8.8 

2.0 

52.0 

50.1 

21.4 

4.8 

9.1 

12.2 

40.0 

18.3 

1.9 

3.2 

23.1 

23.2 

0.3 

0.6 

6.5 

51.7 

0.1 

0.1 

0.1 

0.2 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

全  体（n=2,223） いつも たいてい ときどき 少しだけ
まったく

ない
無回答

[ 凡例 ]

（ア）子どもを育てるのは楽しくて
      幸せなことだと感じた

（イ）子どもと遊ぶのはおもしろいと
      感じた

（ウ）子どもが自分の言うことを
      聞かなくてイライラした

（エ）孤独感を感じた

33.3 

29.2 

9.1 

2.8 

51.8 

50.2 

20.6 

5.3 

11.6 

15.3 

44.4 

18.5 

2.1 

4.0 

19.8 

20.7 

0.7 

0.9 

5.5 

52.1 

0.4 

0.4 

0.6 

0.7 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

小２の保護者＜今回調査＞【図表 3-182 子育てに関する感情】小２の保護者 ＜前回調査＞【図表 3-183 子育てに関する感情】

小学校２年生（n=2,051） いつも たいてい ときどき 少しだけ まったくない 無回答

[ 凡例 ]

（ア）子どもを育てるのは楽し

くて幸せなことだと感じた

（イ）子どもと遊ぶのは

     おもしろいと感じた

（ウ）子どもが自分の言うこと

を聞かなくてイライラした

（エ）孤独感を感じた

34.6

29.4

10.6

2.0

50.1

49.3

25.5

4.0

11.7

15.6

42.4

13.4

2.5

4.5

17.1

16.7

0.8

0.8

4.0

63.5

0.3

0.4

0.4

0.4

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

小学校２年生（n=2,839） いつも たいてい ときどき 少しだけ まったくない 無回答

[ 凡例 ]

（ア）子どもを育てるのは楽し

くて幸せなことだと感じた

（イ）子どもと遊ぶのは

     おもしろいと感じた

（ウ）子どもが自分の言うこと

を聞かなくてイライラした

（エ）孤独感を感じた

30.6

25.2

11.0

2.0

52.8

50.2

23.4

3.0

13.1

19.8

45.7

13.6

2.2

3.7

16.4

18.4

0.6

0.6

3.0

62.3

0.7

0.5

0.5

0.7

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%
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＜前回調査＞【図表 3-185 子育てに関する感情】＜今回調査＞【図表 3-184 子育てに関する感情】

令和６年度川崎市子ども・若者調査結果について

＜前回調査＞なし＜今回調査＞【図表 3-186 子育てに関する感情】中２の保護者

小５の保護者 小５の保護者

中２の保護者

小学校５年生（n=2,633） いつも たいてい ときどき 少しだけ まったくない 無回答

[ 凡例 ]

（ア）子どもを育てるのは楽し
くて幸せなことだと感じた

（イ）子どもと遊ぶのは
     おもしろいと感じた

（ウ）子どもが自分の言うこと

を聞かなくてイライラした

（エ）孤独感を感じた

32.2

26.8

8.8

1.7

49.3

46.8

20.7

3.0

14.2

20.7

44.0

15.5

3.2

4.2

19.9

18.6

0.8

1.1

6.2

60.5

0.5

0.5

0.5

0.6

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

小学校５年生（n=1,805） いつも たいてい ときどき 少しだけ まったくない 無回答

[ 凡例 ]

（ア）子どもを育てるのは楽し
くて幸せなことだと感じた

（イ）子どもと遊ぶのは

     おもしろいと感じた

（ウ）子どもが自分の言うこと
を聞かなくてイライラした

（エ）孤独感を感じた

33.2

30.1

9.4

2.6

47.1

44.8

21.8

3.9

14.6

18.8

42.5

16.1

3.7

4.7

19.8

17.3

0.7

0.8

5.7

59.4

0.7

0.8

0.8

0.7

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

中学校２年生（n=1,706） いつも たいてい ときどき 少しだけ まったくない 無回答

[ 凡例 ]

（ア）子どもを育てるのは楽し
くて幸せなことだと感じた

（イ）子どもと遊ぶのは
     おもしろいと感じた

（ウ）子どもが自分の言うこと

を聞かなくてイライラした

（エ）孤独感を感じた

31.4

32.6

7.9

2.0

47.2

42.1

18.5

4.0

15.2

17.9

40.6

16.5

4.5

4.9

23.2

18.1

1.5

2.1

9.6

59.0

0.2

0.5

0.3

0.4

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

（２）保護者の状況（子育てに関する感情、新たに子どもを持つ意向）
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令和６年度川崎市子ども・若者調査結果について

＜今回調査＞【図表 2-104 新たに子どもを持つ意向】 ＜前回調査＞【図表 2-105 新たに子どもを持つ意向】０〜６歳の保護者 ０〜６歳の保護者

はい いいえ 無回答

[ 凡例 ]

全          体
　　（n=1,993） 36.5 62.9 0.7 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

はい いいえ 無回答

[ 凡例 ]

全          体
　　（n=2,223） 31.1 67.5 1.4 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

＜今回調査＞【図表 2-111 新たに子どもを持ちたいと
思わない理由（複数回答）】

＜前回調査＞【図表 2-111 新たに子どもを持ちたいと
思わない理由（複数回答）】０〜６歳の保護者 ０〜６歳の保護者

52.0

50.3

36.8

23.4

17.7

14.2

11.7

23.5

7.3

0.4

0 20 40 60

子育てのためのお金がないため

今の子育てで手がいっぱいで、

これ以上、子育てに

時間が割けないため

子育てと仕事の両立で

心身の負担が大きいため

自分たちの老後や将来に

不安があるため

周囲に子育てを助けてくれる

人がいないため

残業が多いなど、

仕事が忙しいため

保育所に入れないなど、

仕事と子育てを

両立できないため

その他

特に理由はない

無回答

全 体 (n=1,253)

(MA%)

46.1

51.5

17.7

8.8

14.1

32.7

10.1

1.1

0 20 40 60

子どもを育てるための

お金がないため

今の子育てで手がいっぱいで、

これ以上、子育てに

時間が割けないため

周囲に子育てを助けてくれる

人がいないため

残業が多いなど、

仕事が忙しいため

保育所に入れないなど、

仕事と子育てを

両立できないため

その他

特に理由はない

無回答

全 体 (n=1,500)

(MA%)

（２）保護者の状況（子育てに関する感情、新たに子どもを持つ意向）
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令和６年度川崎市子ども・若者調査結果について
（３）保護者の状況（子育てに関する心配ごと等）
 「保護者自身の生活に関するの心配こと・悩み」は、未就学〜小学校低学年は「自分または配偶者の仕事と子育ての両立に関すること」が高く、「生活費に関すること」も

各年齢で高い。
 「子どもや子育てに関する心配ごと・悩み」は、「子どもの生活習慣や発達、体調に関すること」「子育てに必要な費用に関すること」が各年齢で高く、このほか未就学児

では「子育て環境に関すること」、学齢期では「子どもとの関わり方に関すること」「学習・進学・受験に関すること」「友人関係に関すること」も高い。
 「子どもの生活習慣や発達、体調に関すること」に心配ごと等をもつ方からは、各年齢で「子どもに基本的な生活習慣（あいさつ、規則正しい食生活、整理・整頓など）が

身についていない」が高く、このほか未就学では「子どもに与える食事のこと」、学齢期では「自立した生活ができるか心配である」が高い。
 「子育て環境に関すること」に心配ごと等をもつ方からは、「子どもが犯罪に巻き込まれないか不安である」「病気の時など、急を要するときに子どもの面倒をみてくれる

人や施設がない」「子どもが自然体験をできる場が少ない」「子どもを安心して預けられる人や場所が少ない」などが高い。
 未就学の「子育て支援に関する情報の入手状況」は、「保育所・幼稚園など」「家族・親戚」からが高く、「かわさき子育てアプリ」等は低い状況となっている。

＜今回調査＞【図表 2-113 保護者自身の生活に関する
心配ごと・悩み（複数回答）】

＜前回調査＞【図表 2-113 保護者自身の生活に関する
心配ごと・悩み（複数回答）】

０〜６歳の保護者 ０〜６歳の保護者

44.9

43.3

37.8

23.7

16.3

6.6

3.5

17.3

0.6

0 20 40 60

自分または配偶者の

仕事と子育ての

両立に関すること

生活費に関すること

自分または配偶者の

仕事に関すること

自分の体調（病気や障害

など）に関すること

子ども以外の家族の体調や

介護に関すること

対人関係に関すること

（相談相手がいないなど）

その他

特に悩みはない

無回答

全 体 (n=1,993)

(MA%)

31.6

37.2

19.3

16.4

8.1

5.3

31.4

0.9

0 20 40 60

生活費に関すること

自分または配偶者の

仕事に関すること

自分の体調（病気や障害

など）に関すること

子ども以外の家族の体調や

介護に関すること

対人関係に関すること

（相談相手がいないなど）

その他

特に悩みはない

無回答

全 体 (n=2,223)

(MA%)
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令和６年度川崎市子ども・若者調査結果について

＜今回調査＞【図表 3-257 保護者自身の生活に関する
心配ごと・悩み（複数回答）】

＜前回調査＞【図表 2-113 保護者自身の生活に関する
心配ごと・悩み（複数回答）】

小・中学生の保護者 小・中学生の保護者

37.4

30.1

25.3

20.7

5.1

31.9

5.9

23.2

0.6

37.1

28.6

30.0

24.4

6.0

27.5

5.8

23.8

1.0

38.2

28.5

29.0

27.5

3.6

22.2

8.0

22.9

0.5

0 20 40 60

生活費に関すること

自分または配偶者の

仕事に関すること

自分の体調（病気や障害など）

に関すること

子ども以外の家族の

体調や介護に関すること

対人関係に関すること

（相談相手がいないなど）

自分または配偶者の仕事と

子育ての両立に関すること

その他

特に悩みはない

無回答

小学校２年生（n=2,051）

小学校５年生（n=1,805）

中学校２年生（n=1,706） (MA%)

24.8

26.8

23.0

18.6

5.8

3.8

39.6

0.7

27.5

24.7

21.9

19.2

4.5

2.9

38.5

1.0

32.3

29.6

27.5

23.9

5.5

4.4

31.3

1.5

0 20 40 60

生活費に関すること

自分または配偶者の

仕事に関すること

自分の体調（病気や障害など）

に関すること

子ども以外の家族の

体調や介護に関すること

対人関係に関すること

（相談相手がいないなど）

その他

特に悩みはない

無回答

小学校２年生（n=2,839）

小学校５年生（n=2,633）

中学校２年生（n=2,825） (MA%)

（３）保護者の状況（子育てに関する心配ごと等）
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令和６年度川崎市子ども・若者調査結果について

＜今回調査＞【図表 2-115 子どもや子育てに関する心
配ごと・悩み（複数回答）】

＜前回調査＞【図表 2-115 子どもや子育てに関する心
配ごと・悩み（複数回答）】

０〜６歳の保護者 ０〜６歳の保護者

42.6

38.5

25.0

17.4

15.2

5.7

2.2

24.5

0.9

0 20 40 60

子どもの生活習慣や

発達、体調に関すること

子育てに必要な

費用に関すること

子育て環境に関すること

子どもの友人関係に

関すること

子どもとの関わり方に

関すること

子どもの障害に

関すること

その他

特に悩みはない

無回答

全 体 (n=1,993)

(MA%)

32.9

15.4

36.1

15.4

12.3

3.7

2.7

32.0

0.9

0 20 40 60

生活習慣や

発達、体調に関すること

子どもの養育費に関すること

子育て環境に関すること

（例：遊ぶ場所など）

子どもの友人関係に

関すること

子どもとの関わり方に関すること

（例：子どもにどのように接したら

いいかわからないなど）

子どもの障害に

関すること

その他

特に悩みはない

無回答

全 体 (n=2,223)

(MA%)

（３）保護者の状況（子育てに関する心配ごと等）
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令和６年度川崎市子ども・若者調査結果について

＜今回調査＞【図表 3-261 子育てに関する心配ごと・
悩み（複数回答）】

＜今回調査＞【図表 3-261 子育てに関する心配ごと・
悩み（複数回答）】

小・中学生の保護者 小・中学生の保護者

29.3

31.7

38.3

3.9

30.4

1.4

17.3

38.4

38.7

4.1

29.6

1.6

10.3

33.2

42.2

4.1

32.4

0.7

0 20 40 60

子育て環境に関すること

（例：放課後の居場所・

緊急時の預け先など）

子どもとの関わり方に関すること

（例：思春期の子どもとの

関わり方など）

子育てに必要な費用に関すること

その他

特に悩みはない

無回答

小学校２年生（n=2,051）

小学校５年生（n=1,805）

中学校２年生（n=1,706）

(MA%)

30.5

29.4

14.7

4.1

41.2

0.8

19.1

35.8

16.8

3.9

41.1

1.2

0 20 40 60

子育て環境に関すること

（例：放課後の居場所・

緊急時の預け先など）

子どもとの関わり方に関すること

（例：思春期の子どもとの

関わり方など）

子どもの養育費に関すること

その他

特に悩みはない

無回答

小学校２年生（n=2,839）

小学校５年生（n=2,633）
(MA%)

（３）保護者の状況（子育てに関する心配ごと等）
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令和６年度川崎市子ども・若者調査結果について

＜今回調査＞【図表 3-258 子どもに関する心配ごと・
悩み（複数回答）】

＜前回調査＞【図表 3-258 子どもに関する心配ごと・
悩み（複数回答）】

小・中学生の保護者 小・中学生の保護者

38.8

49.2

26.0

4.7

21.9

1.3

1.5

27.2

0.8

35.8

60.4

23.8

5.4

19.2

1.9

1.6

21.7

1.2

32.5

72.9

17.4

4.8

15.8

3.2

1.9

17.2

0.8

0 20 40 60 80 100

子どもの生活習慣や

発達、体調に関すること

学習・進学・受験

に関すること

友人関係に関すること

障害に関すること

塾や習い事など学校以外

の活動に関すること

異性関係に関すること

その他

特に悩みはない

無回答

小学校２年生（n=2,051）

小学校５年生（n=1,805）

中学校２年生（n=1,706）
(MA%)

29.9

41.4

23.0

3.6

18.2

0.6

1.4

34.1

0.6

28.1

56.2

19.7

3.0

15.5

1.2

1.2

28.5

0.5

27.9

72.2

15.3

2.5

13.2

1.9

0.9

20.6

1.1

0 20 40 60 80 100

子どもの生活習慣や

発達、体調に関すること

学習・進学・受験

に関すること

友人関係に関すること

障害に関すること

塾や習い事など学校以外

の活動に関すること

異性関係に関すること

その他

特に悩みはない

無回答

小学校２年生（n=2,839）

小学校５年生（n=2,633）

中学校２年生（n=2,825）
(MA%)

（３）保護者の状況（子育てに関する心配ごと等）
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令和６年度川崎市子ども・若者調査結果について

＜今回調査＞【図表 2-117 子どもの生活習慣や発達、
体調に関する心配ごと・悩み（複数回答）】

＜前回調査＞【図表 2-117 子どもの生活習慣や発達、
体調に関する心配ごと・悩み（複数回答）】

０〜６歳の保護者 ０〜６歳の保護者

42.2

39.1

19.8

17.1

14.7

8.4

7.5

5.8

5.5

10.0

8.1

0 20 40 60

子どもに与える食事のこと

子どもに基本的な生活習慣

（あいさつ、規則正しい食生活、

整理・整頓など）が身についていない

きちんと発達して

いるのかがわからない

子どもの問題行動

子どもの発育が遅い

発達が遅れていると指摘をされた

子どもが病気がちである

子どもが何事に対しても

消極的にみえる

子どもが集団生活になじめない

その他

無回答

全 体 (n=850)

(MA%)

31.4

29.1

25.1

17.2

14.9

10.1

4.1

4.2

6.4

21.9

1.4

0 20 40 60

子どもに与える食事のことで

悩んでいる

子どもに基本的な生活習慣

（あいさつ、規則正しい食生活、

整理・整頓など）が身についていない

きちんと発達して

いるのかがわからない

子どもの問題行動が心配である

子どもの発育が遅い

発達が遅れていると

指摘をされ、心配になった

子どもが病気がちである

子どもが何事に対しても

消極的にみえる

子どもが集団生活になじめない

その他

無回答

全 体 (n=732)

(MA%)

（３）保護者の状況（子育てに関する心配ごと等）
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令和６年度川崎市子ども・若者調査結果について

＜今回調査＞【図表 3-259 子どもの生活習慣や発達、
体調に関する心配ごと・悩み（複数回答）】

＜今回調査＞【図表 3-259 子どもの生活習慣や発達、
体調に関する心配ごと・悩み（複数回答）】

小・中学生の保護者 小・中学生の保護者

55.5

27.9

11.2

7.4

30.8

10.6

18.9

1.6

51.0

28.7

17.8

10.0

36.3

12.7

16.8

3.1

54.5

22.0

22.2

13.0

43.7

12.5

15.7

1.8

0 20 40 60

基本的な生活習慣（あいさつ、

規則正しい食生活、整理・整頓

など）が身についていない

反抗的な態度や

問題行動が心配である

何事に対しても消極的に

みえる、やる気がない

病気がちである

（体調がすぐれない）

自立した生活が

できるか心配である

学校などの集団生活に

なじめていない

その他

無回答

小学校２年生（n=795）

小学校５年生（n=647）

中学校２年生（n=554）
(MA%)

49.8

28.9

12.9

4.1

27.4

22.4

3.2

49.0

28.0

16.5

5.3

29.6

23.3

2.3

52.3

24.5

23.6

9.6

40.9

19.4

1.0

0 20 40 60

基本的な生活習慣（あいさつ、

規則正しい食生活、整理・整頓

など）が身についていない

反抗的な態度や

問題行動が心配である

何事に対しても消極的に

みえる、やる気がない

病気がちである

（体調がすぐれない）

自立した生活が

できるか心配である

その他

無回答

小学校２年生（n=850）

小学校５年生（n=739）

中学校２年生（n=788） (MA%)

（３）保護者の状況（子育てに関する心配ごと等）
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令和６年度川崎市子ども・若者調査結果について

＜今回調査＞【図表 2-119 子育て環境に関する心配ご
と・悩み（複数回答）】

＜今回調査＞【図表 2-119 子育て環境に関する心配ご
と・悩み（複数回答）】

０〜６歳の保護者 ０〜６歳の保護者

56.9

49.1

45.5

43.3

36.5

31.5

28.5

25.5

1.4

1.6

0 20 40 60

子どもが犯罪に巻き込まれ

ないか不安である

病気の時など、急を要する

ときに子どもの面倒をみて

くれる人や施設がない

子どもが自然体験をできる

場が少ない

子どもを安心して預けられる

人や場所が少ない

子どもと一緒に遊びに行ける

場所が少ないまたは子どもが

遊ぶ場所が少ない

子どもを同年代の子どもと

遊ばせるきっかけがない

ちょっとしたことを気軽に

相談できる場が少ない

交流したり助け合える

友達や知人がいない

その他

無回答

全 体 (n=499)

(MA%)

44.4

40.9

40.0

36.4

38.3

36.7

10.0

1.1

0 20 40 60

子どもが犯罪に巻き込まれ

ないか不安である

病気の時など、急を要する

ときに子どもの面倒をみて

くれる人や施設がない

子どもが自然体験をできる

場が少ない

子どもを安心して預けられる

人や場所が少ない

子どもと一緒に遊びに行ける

場所が少ないまたは子どもが

遊ぶ場所が少ない

子どもを同年代の子どもと

遊ばせるきっかけがない

その他

無回答

全 体 (n=802)
(MA%)

（３）保護者の状況（子育てに関する心配ごと等）
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令和６年度川崎市子ども・若者調査結果について

＜今回調査＞【図表 3-262 子育て環境に関する心配ご
と・悩み（複数回答）】

＜今回調査＞【図表 3-262 子育て環境に関する心配ご
と・悩み（複数回答）】

小・中学生の保護者 小・中学生の保護者

27.1

29.5

12.6

45.4

15.8

14.1

44.6

62.7

19.0

32.1

26.3

7.5

0.8

29.8

33.7

17.0

44.2

19.2

14.7

43.3

62.2

16.3

27.9

21.2

5.4

1.0

24.6

28.0

16.6

34.9

23.4

17.7

36.0

60.0

9.7

16.0

23.4

5.7

1.7

0 20 40 60 80 100

子どもと一緒に遊びに行ける

場所が少ない、または

子どもが遊ぶ場所が

少ない（例：公園など）

子どもが自然体験を

できる場が少ない

同年代以外の子どもや

若者と遊ぶ・交流する

機会がない

子どもを安心して

預けられる人や

場所が少ない

ちょっとしたことを

気軽に相談できる

場が少ない

交流したり助け合える

友達や知人がいない

病気の時など、急を

要するときに子どもの

面倒をみてくれる

人や施設がない

子どもが犯罪に巻き

込まれないか不安である

子どもの放課後の

居場所がない

子どもの長期休み

期間中の居場所がない

子どもの登校時間に

合わせて保護者の

出勤時間を調整

することが難しい

その他

無回答

小学校２年生（n=601）

小学校５年生（n=312）

中学校２年生（n=175）
(MA%)

32.5

34.2

16.3

38.2

45.2

59.8

8.2

0.3

34.1

36.9

18.7

27.5

37.3

60.2

7.8

0.8

0 20 40 60 80

子どもと一緒に遊びに行ける

場所が少ない、または

子どもが遊ぶ場所が

少ない（例：公園など）

子どもが自然体験を

できる場が少ない

同年代以外の子どもや

若者と遊ぶ・交流する

機会がない

子どもを安心して

預けられる人や

場所が少ない

病気の時など、急を

要するときに子どもの

面倒をみてくれる

人や施設がない

子どもが犯罪に巻き

込まれないか不安である

その他

無回答

小学校２年生（n=865）

小学校５年生（n=502）

(MA%)

（３）保護者の状況（子育てに関する心配ごと等）
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令和６年度川崎市子ども・若者調査結果について

＜今回調査＞【図表 2-133 子育てに関する情報の入手
方法と情報量】

＜前回調査＞【図表 2-134 子育てに関する情報の入手
方法と情報量】

０〜６歳の保護者 ０〜６歳の保護者

全  体（n=1,993）
十分

得られた
まあまあ
得られた

あまり
得られ

なかった

ほとんど
得られ

なかった

利用して
いない

無回答

[ 凡例 ]

家族・親戚

友人・知人

市政だより

市・区が発行しているガイドブック

市や区のホームページ

かわさき子育てアプリ

市が発信するメールマガジン、ＳＮＳ
（X（旧Twitter）、Facebook）など

保育所・幼稚園など

区役所の窓口や電話での相談・問合せ

民間団体（施設）のホームページ、
個人のブログやＳＮＳなど

保育所・幼稚園などを除く施設
（地域子育て支援センター、
こども文化センターなど）

その他①

その他②

10.6 

8.9 

2.4 

2.7 

3.8 

1.8 

0.9 

13.8 

4.7 

2.6 

6.2 

1.6 

0.9 

22.0 

29.5 

20.9 

18.0 

24.9 

7.9 

3.8 

41.8 

13.2 

13.3 

19.4 

3.3 

1.6 

11.3 

10.4 

13.9 

11.3 

11.9 

7.4 

4.2 

11.1 

4.7 

4.9 

6.5 

1.3 

1.0 

13.7 

11.0 

11.1 

7.8 

8.8 

8.2 

4.5 

9.5 

4.8 

3.4 

6.0 

0.5 

0.4 

41.9 

39.4 

51.0 

59.6 

49.9 

74.2 

86.1 

23.2 

72.1 

75.2 

61.5 

73.0 

72.8 

0.5 

0.7 

0.6 

0.7 

0.7 

0.6 

0.6 

0.7 

0.6 

0.6 

0.5 

20.5 

23.4 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

全  体（n=1,646）
十分

得られた
まあまあ
得られた

少し不足
していた

不足
していた

[ 凡例 ]

市政だより

市・区が発行しているガイドブック

市や区のホームページ
（子育て応援ナビなど）

かわさき子育てアプリ

市が発信するメールマガジン、ＳＮＳ
（Twitter、Facebook）

保育所・幼稚園など

区役所の窓口や電話での相談・問合せ

保育所・幼稚園などを除く施設
（地域子育て支援センター、
こども文化センターなど）

10.8 

11.8 

10.9 

13.2 

10.0 

10.6 

20.2 

14.8 

67.2 

72.5 

66.0 

63.2 

67.5 

66.2 

61.0 

63.3 

16.1 

11.8 

17.0 

22.4 

15.0 

16.9 

10.8 

16.7 

5.9 

3.8 

6.2 

1.3 

7.5 

6.2 

8.1 

5.2 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

（３）保護者の状況（子育てに関する心配ごと等）
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令和６年度川崎市子ども・若者調査結果について
（４）子育ての状況（保育・幼児教育、子どもの小学校入学に向けて不安なこと）

 平日日中に利用している施設等は、前回調査と比較し、「公立保育所・認可保育所」が高く、「保育所や幼稚園などの施設やサービスを利用していない」が低い。
 未就学児の保護者が持つ「子どもの小学校入学に向けて不安なこと」については、「子どもが新しい生活にスムーズに移行できるか」「子どもの長期休み期間中の居場

所」「子育てと仕事の両立ができるか」など、生活の変化への不安感が見られる。

＜今回調査＞【図表 2-149 子どもが平日の日中に主に
利用している施設】

＜前回調査＞【図表 2-150 子どもが平日の日中に主に
利用している施設】

０〜６歳の保護者 ０〜６歳の保護者

公立保育
所・認可
保育所

幼稚園

認定こど
も園（幼
稚園機能
のみ利用

（短時間
保育））

幼稚園ま
たは認定

こども園
（短時間
保育）＋
預かり保

育

認定こど
も園（保
育所機能
を利用

（長時間
保育））

地域型
保育事業

認可外
保育施設

その他の
施設や

サービス

保育所や
幼稚園な

どの施設
やサービ
スを利用
していな

い

無回答

[ 凡例 ]

全          体
　　（n=1,993） 47.3 15.8 

1.8 

3.5 

2.9 0.7 

3.8 

1.3 

22.7 0.3 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

認可保育

所
幼稚園

認定こど
も園（幼
稚園機能

のみ利用
（短時間
保育））

幼稚園＋
預かり保

育

認定こど
も園（保
育所機能

を利用
（長時間
保育））

地域型保

育

認可外保

育施設

その他の

施設

保育所や
幼稚園に

預けてい
ない

無回答

[ 凡例 ]

全          体
　　（n=2,223） 36.8 19.1 

1.6 

2.7 

1.5 0.5 

5.8 1.3 30.4 0.3 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%
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令和６年度川崎市子ども・若者調査結果について

＜今回調査＞ 【図表 2-174 子どもの小学校入学に向け
て不安なこと（複数回答）】

＜前回調査＞ 【図表 2-174 子どもの小学校入学に向け
て不安なこと（複数回答）】

０〜６歳の保護者 ０〜６歳の保護者

63.8

62.4

54.8

53.0

50.9

49.8

47.7

40.0

36.2

35.5

15.1

2.1

4.9

0.1

0 20 40 60 80

子どもが新しい生活に

スムーズに移行できるか

子どもがいじめに遭わないか

通学路の安全対策

子どもの放課後の居場所

子どもの長期休み期間中の居場所

子育てと仕事の両立ができるか

子どもが集団生活に馴染めるか

子どもが授業についていけるか

病気の時など、急を要するときの

子どもの預かり場所

子どもの登校時間に合わせて

保護者の出勤時間を調整できるか

学費や教材費などが払えるか

その他

特にない

無回答

全 体 (n=1,993)

(MA%)

53.1

63.0

54.4

47.7

43.2

41.9

38.3

33.2

13.3

4.6

6.4

0.4

0 20 40 60 80

子どもが新しい生活に

スムーズに移行できるか

子どもが集団生活に馴染めるか、

いじめに合わないか

通学路の安全対策

子どもの放課後の居場所

子どもの長期休み期間中の居場所

子育てと仕事の両立ができるか

子どもが授業についていけるか

病気の時など、急を要するときの

子どもの預かり場所

学費や教材費などが払えるか

その他

特にない

無回答

全 体 (n=2,223)

(MA%)

（４）子育ての状況（保育・幼児教育、子どもの小学校入学に向けて不安なこと）
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令和６年度川崎市子ども・若者調査結果について
（５）子育ての状況（保護者と子どもとの関わり）

 各学年で、「子どもを有料の学習塾や習い事に通わせる」割合が高いが、していない理由では、経済的な理由のほか、小２では「忙しくてできない」も高く、低学年では
保護者が送迎等を行うことが必要な場合もあることも影響していると考えられる。

 『家族旅行に行く』は各学年で前回より高く、コロナ禍の影響も考えられるが、保護者が旅行などの体験の機会を大事にしていることが推察される。

小・中学生の保護者 小・中学生の保護者＜今回調査＞ 【図表 3-424 （ア）子どもを有料の学習
塾や習い事（スポーツや音楽、英会話など）に通わせる】

＜前回調査＞【図表 3-426 （ア）子どもを有料の学習
塾や習い事（スポーツや音楽、英会話など）に通わせる】

している していない 無回答

[ 凡例 ]

小学校２年生

（n=2,051）

小学校５年生

（n=1,805）

中学校２年生

（n=1,706）

88.4

91.1

76.9

11.2

8.3

22.7

0.4

0.6

0.4

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

している する必要がない 忙しくてできない 経済的にできない 無回答

[ 凡例 ]

小学校２年生

（n=2,839）

小学校５年生

（n=2,633）

中学校２年生
（n=2,825）

86.0

90.0

81.1

4.8

3.7

8.1

4.3

1.9

2.7

4.2

3.8

6.9

0.8

0.6

1.2

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

小・中学生の保護者 ＜今回調査＞ 【図表 3-425 （ア）していない理由（複
数回答）】

14.0

30.6

31.9

35.8

22.7

11.3

30.7

42.0

32.5

14.4

25.5

35.6

0 20 40 60 80

する必要がない

忙しくてできない

経済的にできない

その他

小学校２年生（n=229）

小学校５年生（n=150）

中学校２年生（n=388）
(MA%)
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令和６年度川崎市子ども・若者調査結果について

小・中学生の保護者 小・中学生の保護者＜今回調査＞【図表 3-430 （ウ）家族旅行に行く】 ＜前回調査＞【図表 3-432 （ウ）家族旅行に行く】

小・中学生の保護者 ＜今回調査＞ 【図表 3-425 （ア）していない理由（複
数回答）】

1.7

49.0

46.7

13.6

1.9

49.2

46.6

14.2

2.9

51.1

34.1

20.8

0 20 40 60 80

する必要がない

忙しくてできない

経済的にできない

その他

小学校２年生（n=302）

小学校５年生（n=309）

中学校２年生（n=452） (MA%)

している する必要がない 忙しくてできない 経済的にできない 無回答

[ 凡例 ]

小学校２年生

（n=2,839）

小学校５年生

（n=2,633）

中学校２年生
（n=2,825）

75.1

69.4

54.3

2.7

3.0

4.2

13.7

18.0

26.9

6.4

7.3

11.2

2.1

2.3

3.4

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

している していない 無回答

[ 凡例 ]

小学校２年生

（n=2,051）

小学校５年生

（n=1,805）

中学校２年生

（n=1,706）

84.9

82.2

73.1

14.7

17.1

26.5

0.3

0.7

0.4

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

（５）子育ての状況（保護者と子どもとの関わり）
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令和６年度川崎市子ども・若者調査結果について
（６）子育ての状況（子どもに対する将来展望）

 子どもの将来については、子どもの希望を尊重したいという保護者も多く、学歴については「大学またはそれ以上」を考える保護者が増加している。

小・中学生の保護者 小・中学生の保護者＜今回調査＞【図表 3-515 子どもに望む最終学歴】 ＜前回調査＞【図表 3-516 子どもに望む最終学歴】
中学校まで 高校まで 短大・高専・

専門学校まで

大学または

それ以上

まだ

わからない

無回答

[ 凡例 ]

小学校２年生

（n=2,051）

小学校５年生

（n=1,805）

中学校２年生

（n=1,706）

0.1

0.1

0.1

3.1

3.3

4.6

4.7

6.9

9.0

79.0

79.3

77.7

12.8

9.9

8.4

0.2

0.6

0.1

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

中学校まで 高校まで 短大・高専・

専門学校まで

大学または

それ以上

まだ

わからない

無回答

[ 凡例 ]

小学校２年生

（n=2,839）

小学校５年生

（n=2,633）

中学校２年生

（n=2,825）

0.1

0.1

0.0

4.0

4.6

7.5

7.7

8.2

12.7

75.4

75.7

68.8

12.3

11.2

10.2

0.5

0.3

0.8

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

小・中学生の保護者 小・中学生の保護者＜今回調査＞【図表 3-555 子どもの最終学歴（現実的
に見た進路）の理由（複数回答）】

＜前回調査＞【図表 3-555 子どもの最終学歴（現実的
に見た進路）の理由（複数回答）】

20.6

62.5

20.5

10.1

7.0

7.5

0.9

35.0

53.8

30.5

8.6

5.3

4.6

0.8

50.2

43.3

30.1

7.4

4.7

4.6

0.8

0 20 40 60 80 100

子どもが希望しているから

一般的な進路だと思うから

子どもの学力から考えて

家庭の経済的な状況から考えて

その他

特に理由はない

無回答

小学校２年生（n=1,519）

小学校５年生（n=1,424）

中学校２年生（n=1,417）
(MA%)

14.5

62.2

18.9

8.5

6.0

6.3

7.7

32.0

51.7

25.7

7.7

4.8

3.9

7.0

41.6

40.1

30.1

6.7

4.1

3.5

6.4

0 20 40 60 80 100

子どもが希望しているから

一般的な進路だと思うから

子どもの学力から考えて

家庭の経済的な状況から考えて

その他

特に理由はない

無回答

小学校２年生（n=2,108）

小学校５年生（n=2,058）

中学校２年生（n=2,268）
(MA%)
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令和６年度川崎市子ども・若者調査結果について

小・中学生の保護者 小・中学生の保護者＜今回調査＞【図表 3-559 子どもに望む就職先（複数回答）】 ＜前回調査＞【図表 3-559 子どもに望む就職先（複数回答）】

43.8

26.5

4.6

28.0

55.8

0.4

32.7

3.6

40.8

24.6

4.7

25.2

52.9

0.2

32.0

4.0

38.7

27.1

5.7

27.3

51.9

0.3

27.3

4.4

0 20 40 60

大手企業に

就職してほしい

中小企業に

就職してほしい

就職は正社員でなくて、

アルバイト・パート・

非常勤職員でもよい

公務員（教員を除く）

になってほしい

資格の必要な仕事

（教員、保育士、医師、

看護師、弁護士など）

についてほしい

就職しなくてもよい

その他

無回答

小学校２年生（n=2,839）

小学校５年生（n=2,633）

中学校２年生（n=2,825）

(MA%)

26.4

8.1

1.3

12.4

30.6

7.1

0.8

81.3

0.4

3.9

0.5

29.0

8.9

1.5

13.0

33.0

7.6

0.8

80.9

0.3

3.5

0.7

27.3

8.2

1.4

14.1

29.5

5.7

0.5

81.6

0.4

3.3

0.5

0 20 40 60 80 100

大手企業に就職してほしい

中小・零細企業に

就職してほしい

就職は正社員でなくて、

アルバイト・パート・

非常勤職員でもよい

公務員（教員を除く）

になってほしい

資格の必要な仕事

（教員、保育士、医師、

看護師、弁護士など）

についてほしい

起業してほしい

家業を継いでほしい

本人が希望すれば

何でもよい

就職しなくてもよい

その他

無回答

小学校２年生（n=2,051）

小学校５年生（n=1,805）

中学校２年生（n=1,706）

(MA%)

（６）子育ての状況（子どもに対する将来展望）
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令和６年度川崎市子ども・若者調査結果について
（７）子どもの放課後の過ごし方
 共働き（正社員等）家庭が増加し、学齢期の子どもの放課後の過ごし方が変化しており、「放課後一緒に過ごす人」は、小２、小５では「塾や習い事の先生、わくわくプラ

ザ、こども文化センターなどの施設の職員」が、中学校２年生では「学校の友達（クラブ活動、委員会活動を含む）」が増加している。
 いずれの学年も「家族」が最も高いが、前回調査より減少している。小２は「学校の友達（クラブ活動、委員会活動を含む）」も減少している。
 「自分や友達の家以外で、平日の放課後や休日に過ごすことができる場所（こども文化センターなど）」「自分や友達の家以外で、夕ごはんを無料か安く食べることができ

る場所（子ども食堂など）」「学校以外で、勉強を無料でみてくれる場所」「自分の家や学校以外で、何でも相談できる場所（電話やネット、ＳＮＳ相談を含む）」につい
て、「利用したい」割合が「利用している」割合よりも高く、それぞれ潜在的なニーズがあるものと思われる。

 「放課後過ごす場所に希望すること」は、「友達と気軽に集まれるようにしてほしい」「一人でも自由にのんびり過ごせるようにしてほしい」などのニーズが高い。
小・中学生の保護者 ＜今回調査＞【図表 3-613 子どもが放課後一緒に過ごす人

（複数回答）】
小・中学生の保護者 ＜前回調査＞【図表 3-613 子どもが放課後一緒に過ごす人

（複数回答）】

76.5

60.5

1.2

33.1

8.6

1.5

4.9

0.0

0.1

73.9

54.2

1.0

51.5

9.8

1.9

14.6

0.1

0.4

71.3

43.7

0.4

61.1

3.1

1.2

15.7

0.2

0.1

0 20 40 60 80 100

家族（祖父母、親せきなど含む）

塾や習い事の先生、わくわく

プラザ※、こども文化センター

などの施設の職員

近所の人など、家族以外の大人

学校の友達

（クラブ活動・委員会活動を含む）

近所の友達など、学校以外の友達

その他の人

一人でいる

わからない

無回答

小学校２年生（n=2,051）

小学校５年生（n=1,805）

中学校２年生（n=1,706） (MA%)

82.7

50.8

1.2

44.9

11.4

0.6

5.1

0.0

0.1

82.8

50.7

0.7

49.3

8.7

0.6

12.3

0.2

0.3

86.4

47.1

0.4

43.4

2.6

1.9

13.1

0.2

0.4

0 20 40 60 80 100

家族（祖父母、親せきなど含む）

塾や習い事の先生、わくわく

プラザ、こども文化センター

など、その他の施設の職員※

近所の人など、家族以外の大人

学校の友達（クラブ活動・

委員会活動を含む）※

近所の友達など、学校以外の友達

その他の人

一人でいる

わからない

無回答

小学校２年生（n=2,839）

小学校５年生（n=2,633）

中学校２年生（n=2,825） (MA%)
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令和６年度川崎市子ども・若者調査結果について

小・中学生 ＜今回調査＞【図表 4-34 自分や友達の家以外で、平日の放
課後や休日に過ごすことができる場所

（こども文化センターなど）の利用状況】

小・中学生 ＜前回調査＞【図表 4-36 自分や友達の家以外で、平日の夜
や休日に過ごすことができる場所

（こども文化センターなど）の利用状況】

利用している 利用したことがある 利用したことがない 無回答

[ 凡例 ]

小学校５年生

（n=1,547）

中学校２年生

（n=1,384）

29.7

14.9

46.5

58.1

23.1

26.6

0.7

0.4

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

利用しているまたは

利用したことがある

利用したことがないが

利用したいと思う

利用したことがなく、

今後も利用するつもり

はない

無回答

[ 凡例 ]

小学校５年生

（n=2,638）

中学校２年生

（n=2,811）

33.1

43.1

10.3

10.9

55.5

45.0

1.2

1.0

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

＜今回調査＞【図表 4-35 自分や友達の家以外で、平日の放
課後や休日に過ごすことができる場所

（こども文化センターなど）の利用希望】

小・中学生

利用したい 利用したくない 無回答

[ 凡例 ]

小学校５年生

（n=1,547）

中学校２年生

（n=1,384）

53.2

46.6

31.9

44.4

14.9

9.0

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

（７）子どもの放課後の過ごし方
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令和６年度川崎市子ども・若者調査結果について

小・中学生 ＜今回調査＞【図表 4-49 自分や友達の家以外で、夕ごはんを無
料か安く食べることができる場所（子ども食堂など）の利用状況】

小・中学生 ＜前回調査＞【図表 4-51 自分や友達の家以外で、夕ごはんを無
料か安く食べることができる場所（子ども食堂など）の利用状況】

＜今回調査＞【図表 4-50 自分や友達の家以外で、夕ごはんを無
料か安く食べることができる場所（子ども食堂など）の利用希望】

小・中学生

利用している 利用したことがある 利用したことがない 無回答

[ 凡例 ]

小学校５年生

（n=1,547）

中学校２年生

（n=1,384）

1.9

1.9

7.4

8.0

89.1

88.8

1.6

1.3

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

利用しているまたは
利用したことがある

利用したことがないが
利用したいと思う

利用したことがなく、
今後も利用するつもり

はない

無回答

[ 凡例 ]

小学校５年生

（n=2,638）

中学校２年生
（n=2,811）

4.1

5.0

17.8

18.9

76.1

75.0

2.0

1.1

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

利用したい 利用したくない 無回答

[ 凡例 ]

小学校５年生

（n=1,547）

中学校２年生

（n=1,384）

36.5

34.7

49.6

57.0

13.9

8.3

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

（７）子どもの放課後の過ごし方
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令和６年度川崎市子ども・若者調査結果について

小・中学生 ＜今回調査＞【図表 4-64 学校以外で、勉強を無料でみてくれる
場所の利用状況】

小・中学生 ＜前回調査＞【図表 4-66 学校以外で、勉強を無料でみてくれる
場所の利用状況】

＜今回調査＞【図表 4-65 学校以外で、勉強を無料でみてくれる
場所の利用希望】

小・中学生

利用している 利用したことがある 利用したことがない 無回答

[ 凡例 ]

小学校５年生

（n=1,547）

中学校２年生

（n=1,384）

4.7

4.3

6.6

7.9

86.9

86.8

1.9

1.0

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

利用しているまたは
利用したことがある

利用したことがないが
利用したいと思う

利用したことがなく、
今後も利用するつもり

はない

無回答

[ 凡例 ]

小学校５年生

（n=2,638）

中学校２年生
（n=2,811）

7.3

4.4

19.9

26.5

70.8

67.4

2.0

1.7

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

利用したい 利用したくない 無回答

[ 凡例 ]

小学校５年生

（n=1,547）

中学校２年生

（n=1,384）

33.4

41.1

53.1

50.7

13.6

8.2

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

（７）子どもの放課後の過ごし方
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令和６年度川崎市子ども・若者調査結果について

小・中学生 ＜今回調査＞【図表 4-79 自分の家や学校以外で、何でも相談で
きる場所】

小・中学生 ＜前回調査＞【図表 4-81 自分の家や学校以外で、何でも相談で
きる場所】

＜今回調査＞【図表 4-80 自分の家や学校以外で、何でも相談で
きる場所】

小・中学生

利用している 利用したことがある 利用したことがない 無回答

[ 凡例 ]

小学校５年生

（n=1,547）

中学校２年生

（n=1,384）

3.2

4.6

3.4

6.4

91.9

88.2

1.4

0.7

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

利用したい 利用したくない 無回答

[ 凡例 ]

小学校５年生

（n=1,547）

中学校２年生

（n=1,384）

25.1

28.9

60.9

62.5

14.0

8.6

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

利用しているまたは
利用したことがある

利用したことがないが
利用したいと思う

利用したことがなく、
今後も利用するつもり

はない

無回答

[ 凡例 ]

小学校５年生

（n=2,638）

中学校２年生
（n=2,811）

3.8

5.8

15.2

15.1

78.9

77.8

2.0

1.3

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

（７）子どもの放課後の過ごし方
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令和６年度川崎市子ども・若者調査結果について

小・中学生 ＜今回調査＞【図表 4-95 放課後過ごす場所に希望すること
（複数回答）】

小・中学生 ＜前回調査＞なし

44.2

59.0

20.9

29.5

44.2

21.6

8.1

12.3

2.8

12.6

1.4

49.9

53.3

29.9

32.6

29.2

9.0

6.6

3.7

2.5

16.2

0.9

0 20 40 60 80 100

一人でも自由にのんびり

過ごせるようにしてほしい

友達と気軽に集まれるようにしてほしい

勉強できるスペースがほしい

飲食できるスペースがほしい

ボール遊びなどの運動がしたい

楽しいイベントや講座を開いてほしい

悩みなどを相談できる大人がいてほしい

遊びを教えてくれる大人がいてほしい

その他

特に望むことはない

無回答

小学校５年生（n=1,547）

中学校２年生（n=1,384）
(MA%)

（７）子どもの放課後の過ごし方
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令和６年度川崎市子ども・若者調査結果について
（８）ヤングケアラーについて ※前回調査項目なし

 ヤングケアラーの認知度が中２で「知っている」が44.1％、若者で60.8％となっている。
 ヤングケアラーの可能性があるのは、小学校５年生が3.6％、中学校２年生が2.6％、若者が5.6％となっている
 ケアの内容としては、「家族のかわりに、幼いきょうだいの世話をしている」「障害や病気のある家族のかわりに、買い物・料理・掃除・洗濯などの家事をしている」が

多い状況となっている。若者では、「生活費を得るために働いて、障害や病気のある家族を助けている。」も多い。
 生活への影響としては、「寝る時間が足りない」「友人と遊べない」「自由にすごせる時間がない」状況となっている。
 ヤングケアラーの可能性がある人が感じていることとしては、「やりがいを感じている」「身体が少しつらい」「特に何も感じていない」等となっている。
 世話や家事等についての相談相手としては、「誰にも話していない」「家族」「友達」の順となっている。
 周りからしてもらいたいこととしては、「勉強を教えてほしい」「自分のことについて話を聞いてほしい」「進路や就職など将来の相談にのってほしい」等となっている。

若者では、「お金の面で支援してほしい」が最も多い。

小・中学生 ＜今回調査＞【図表 4-384 「ヤングケアラー」という言葉の認知度】 小・中学生 ＜今回調査＞【図表 4-353 ヤングケアラーの可能性】

知っている 言葉は聞いたことが
あるが、

意味は知らない

知らない 無回答

[ 凡例 ]

小学校５年生
（n=1,547）

中学校２年生
（n=1,384）

ヤングケアラーの可能性
がある(n=91)

18.2

44.1

25.3

15.3

15.1

17.6

66.1

40.1

56.0

0.3

0.7

1.1

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

ヤングケアラーの可能性がある 非該当

[ 凡例 ]

小学校５年生
（n=1,547）

中学校２年生
（n=1,384）

3.6

2.6

96.4

97.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ヤングケアラーの可能性がある 非該当

[ 凡例 ]

全          体
　　（n=1,079） 5.6 94.4 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

若者 ＜今回調査＞【図表 5-109 ヤングケアラーの可能性】
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令和６年度川崎市子ども・若者調査結果について

小・中学生 ＜今回調査＞【図表 4-362 世話や家事等の内容（複数回答）】 ＜今回調査＞【図表 5-116 世話や家事等の内容（複数回答）】

14.3

18.1

2.3

3.4

2.8

0.6

1.1

1.5

1.7

1.7

53.1

15.6

17.8

13.3

2.8

3.8

3.5

1.4

1.4

1.7

2.4

2.4

47.6

22.7

22.0 

28.6 

7.7 

5.5 

11.0 

3.3 

5.5 

5.5 

7.7 

8.8 

41.8 

14.3 

0 20 40 60 80 100

障害や病気のある家族のかわりに、買い物・

料理・掃除・洗濯などの家事をしている

家族のかわりに、幼いきょうだいの世話

をしている

障害や病気のあるきょうだいの世話や見守り

をしている

目の離せない家族の見守りや声かけなどの

気づかいをしている

日本語をうまく話せない家族や障害のある家族の

ために通訳をしている

生活費を得るために働いて、障害や病気のある

家族を助けている

お酒・薬物（法律で禁止されている危険な薬

など）・ギャンブルなどの問題を抱える

家族の世話をしている

治療に時間がかかる病気（がん・治療が難しい

病気・こころの病気など）を持つ家族の看病

をしている

障害や病気のある家族の身の回りの世話

をしている

障害や病気のある家族のお風呂やトイレの手助け

をしている

その他

無回答

小学校５年生（n=469）

中学校２年生（n=286）

ヤングケアラーの可能性あり（小５・中２合計）（n=91） (MA%)

24.9

8.8

8.3

5.0

5.0

5.0

3.3

2.8

2.2

1.1

42.5

14.4

30.0

18.3

15.0

8.3

5.0

8.3

1.7

3.3

3.3

3.3

35.0

5.0

0 20 40 60

障害や病気のある家族のかわりに、

買い物・料理・掃除・洗濯などの家事をしている。

生活費を得るために働いて、

障害や病気のある家族を助けている。

目の離せない家族の見守りや

声かけなどの気づかいをしている。

家族のかわりに、幼いきょうだいの

世話をしている。

障害や病気のあるきょうだいの

世話や見守りをしている。

障害や病気のある家族の

身の回りの世話をしている。

日本語をうまく話せない家族や障害のある

家族のために通訳をしている。

障害や病気のある家族の

お風呂やトイレの手助けをしている。

治療に時間がかかる病気

（がん・治療が難しい病気・こころの病気など）

を持つ家族の看病をしている。

お酒・薬物（法律で禁止されている危険な薬など）・

ギャンブルなどの問題を抱える家族の世話をしている。

その他

無回答

全体（n=181）

ヤングケアラーの可能性あり（n=60）

(MA%)

若者

（８）ヤングケアラーについて ※前回調査項目なし
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小・中学生 ＜今回調査＞【図表 4-365 世話や家事等をしていることの影響
（複数回答）】

＜今回調査＞【図表 5-118 世話や家事等をしていることの影響
（複数回答）】

0.4

1.1

2.1

1.1

1.5

2.8

2.6

2.1

2.8

83.8

2.8

4.5

2.8

1.7

2.8

2.1

3.1

3.8

4.2

1.0

3.1

81.5

3.1

5.9

11.0

11.0

19.8

12.1

17.6

26.4

26.4

14.3

24.2

0.0

24.2

0.0

0 20 40 60 80 100

学校に行けない

遅刻や早退をしてしまう

授業に集中できない

習い事・塾に行けない

家で宿題などの勉強ができない

寝る時間が足りない

友人と遊べない

将来や進路のことを考えられない

自由にすごせる時間がない

特にない

その他

無回答

小学校５年生（n=469）

中学校２年生（n=286）

ヤングケアラーの可能性あり（小５・中２合計）（n=91） (MA%)

18.8

13.8

6.6

6.6

3.9

2.2

1.7

1.1

0.6

0.0

2.2

65.7

1.1

56.7

41.7

20.0

20.0

11.7

6.7

5.0

3.3

1.7

0.0

6.7

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100

自由にすごせる時間がない

寝る時間が少ない

家で勉強する時間がない

友人と遊ぶことができない

授業・仕事に集中できない

遅刻や早退をしてしまう

学校・職場に行けない

希望する進路を選べない

部活動や習い事・塾に行けない

就職活動ができない

その他

特にない

無回答

全体（n=181）

ヤングケアラーの可能性あり（n=60）

(MA%)

若者

（８）ヤングケアラーについて ※前回調査項目なし
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小・中学生 ＜今回調査＞【図表 4-368 世話や家事等をしていて感じること
（複数回答）】

＜今回調査＞【図表 5-120 世話や家事等をしていて感じること
（複数回答）】

45.2

6.4

0.6

2.1

1.3

9.4

34.8

4.7

3.2

30.4

7.7

1.0

4.2

2.1

15.0

44.8

2.1

5.6

42.9

25.3

4.4

12.1

9.9

17.6

19.8

5.5

1.1

0 20 40 60 80 100

やりがいを感じている

身体が少しつらい

身体がとてもつらい

心が少しつらい

心がとてもつらい

仕方がない

特に何も感じていない

その他

無回答

小学校５年生（n=469）

中学校２年生（n=286）

ヤングケアラーの可能性あり（小５・中２合計）（n=91） (MA%)

26.0

21.0

14.9

11.0

5.0

2.8

37.0

2.2

2.2

26.7

31.7

26.7

20.0

15.0

8.3

20.0

1.7

0.0

0 10 20 30 40

やりがいを感じている

仕方がない

身体が少しつらい

心が少しつらい

心がとてもつらい

身体がとてもつらい

特に何も感じていない

その他

無回答

全体（n=181）

ヤングケアラーの可能性あり（n=60）

(MA%)

若者

（８）ヤングケアラーについて ※前回調査項目なし
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令和６年度川崎市子ども・若者調査結果について

小・中学生 ＜今回調査＞【図表 4-371 世話や家事等についての相談相手
（複数回答）】

＜今回調査＞【図表 5-122 世話や家事等についての相談相手
（複数回答）】

33.1

13.3

4.4

1.7

1.1

0.0

5.5

49.7

5.0

41.7

18.3

10.0

3.3

1.7

0.0

6.7

41.7

1.7

0 20 40 60

家族

友達

親戚

市役所などの相談窓口

学校の先生

スクールカウンセラー

その他

誰にも話していない

無回答

全体（n=181）

ヤングケアラーの可能性あり（n=60）

(MA%)

24.1

2.1

10.4

4.3

0.0

0.0

3.6

61.4

5.5

15.7

1.4

8.7

2.1

0.7

0.3

4.5

66.1

9.1

28.6

4.4

22.0

8.8

1.1

1.1

4.4

51.6

1.1

0 20 40 60 80 100

家族

親戚

友達

学校の先生

スクールカウンセラー

市役所などの相談窓口

その他

誰にも話していない

無回答

小学校５年生（n=469）

中学校２年生（n=286）

ヤングケアラーの可能性あり（小５・中２合計）（n=91） (MA%)

若者

（８）ヤングケアラーについて ※前回調査項目なし
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小・中学生 ＜今回調査＞【図表 4-374 周りからしてもらいたいこと
（複数回答）】

＜今回調査＞【図表 5-124 周りからしてもらいたいこと
（複数回答）】

30.9

14.9

7.7

7.2

6.6

6.1

4.4

2.8

1.7

2.2

9.9

39.2

2.8

51.7

20.0

10.0

8.3

3.3

10.0

13.3

8.3

3.3

5.0

8.3

20.0

0.0

0 20 40 60

お金の面で支援してほしい

自分のことについて話を聞いてほしい

勉強を教えてほしい

同じ境遇の人と会って話をする

機会をつくってほしい

進路や就職など将来の相談にのってほしい

家族のお世話について相談にのってほしい

自分が行っているお世話の一部を

だれかに代わってほしい

自分の行っているお世話のすべてを

だれかに代わってほしい

家族の病気や障害、お世話のことなどに

ついてわかりやすく説明してほしい

その他

わからない・答えたくない

特にない

無回答

全体（n=181）

ヤングケアラーの可能性あり（n=60）

(MA%)

14.9

1.3

1.1

1.1

2.8

8.7

18.8

3.8

3.2

2.8

54.6

7.2

2.8

19.2

1.4

1.4

1.0

0.7

13.6

31.1

8.4

4.5

1.7

48.3

3.5

3.5

26.4

5.5

6.6

5.5

5.5

24.2

31.9

9.9

13.2

4.4

28.6

7.7

2.2

0 20 40 60 80 100

自分のことについて話を聞いてほしい

家族のお世話について相談にのってほしい

家族の病気や障害、お世話のことなどについて

わかりやすく説明してほしい

自分の行っているお世話のすべてをだれかに

代わってほしい

自分が行っているお世話の一部をだれかに

代わってほしい

進路や就職など将来の相談にのってほしい

勉強を教えてほしい

お金の面で支援してほしい

同じ境遇の人と会って話をする機会を

つくってほしい

その他

特にない

わからない・答えたくない

無回答

小学校５年生（n=469）

中学校２年生（n=286）

ヤングケアラーの可能性あり（小５・中２合計）（n=91） (MA%)

若者

（８）ヤングケアラーについて ※前回調査項目なし
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令和６年度川崎市子ども・若者調査結果について
（９）若者に対する調査（生活状況等）

 経済的な生活状況は、「生活がやや苦しくなりそうだ」とする割合が前回調査より高く、関心があることでは「お金のこと」「自分の将来や進路のこと」「仕事のこと」
が高い。

 『仕事を選ぶ際に重要と考えること』は、『安定していて長く続けられる』『高収入である』『福利厚生が充実している』『働く先が大きな会社（大企業）又は有名な会
社である』で、前回調査に比べて高くなっている。

 理想とする生き方は、「自分の好きなように暮らすこと」が最も高く、次いで「家族と幸せに暮らすこと」、「経済的に豊かになること」となっている。

＜今回調査＞【図表 5-27 将来（５〜10年後）の経済的な生活状況】 ＜前回調査＞【図表 5-28 将来（５〜10年後）の経済的な生活状況】
生活に余裕が
見込まれる
（見通しが

立っている）

生活に余裕
までは見込め

ないが、大きく
困ることも
なさそうだ

生活が
やや苦しく
なりそうだ

生活が
大変苦しく
なりそうだ

わからない 無回答

[ 凡例 ]

全          体
　　（n=1,079） 7.5 47.5 24.7 11.2 8.9 0.1 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

生活に余裕が
見込まれる
（見通しが

立っている）

生活に余裕
までは見込め

ないが、大きく
困ることも
なさそうだ

生活が
やや苦しく
なりそうだ

生活が
大変苦しく
なりそうだ

わからない 無回答

[ 凡例 ]

全          体
　　（n=1,184） 10.4 53.4 16.4 7.6 12.2 0.0 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

若者 若者
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令和６年度川崎市子ども・若者調査結果について

＜今回調査＞【図表 5-31 今、関心のあること（複数回答）】 ＜前回調査＞【図表 5-31 今、関心のあること（複数回答）】

66.3

65.0

48.1

45.4

42.5

40.8

40.0

39.8

35.1

31.6

26.4

25.0

11.7

0.8

2.0

0.2

0 20 40 60 80 100

お金のこと

自分の将来や進路のこと

仕事のこと

趣味のこと

自分自身のこと

（健康・容姿・性格など）

恋愛・結婚のこと

生活のこと

自分の家族のこと

友人や仲間のこと

流行やファッションのこと

勉強のこと

政治や社会のこと

性に関すること

その他

特に関心のあることはない

無回答

全 体 (n=1,079)

(MA%)

62.1

65.3

47.9

48.1

42.2

40.7

43.3

36.1

34.4

33.3

27.4

21.4

13.1

0.8

4.4

0.0

0 20 40 60 80 100

お金のこと

自分の将来や進路のこと

仕事のこと

趣味のこと

自分自身のこと

（健康・容姿・性格など）

恋愛・結婚のこと

生活のこと

自分の家族のこと

友人や仲間のこと

流行やファッションのこと

勉強のこと

政治や社会のこと

性に関すること

その他

特に関心のあることはない

無回答

全 体 (n=1,184)

(MA%)

若者若者

（９）若者に対する調査（生活状況等）
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令和６年度川崎市子ども・若者調査結果について

＜今回調査＞【図表 5-36 仕事を選ぶ際に重要だと思うこと】 ＜前回調査＞【図表 5-37 仕事を選ぶ際に重要だと思うこと】

全体（n=1,079） 重要である
どちらかと
いえば重要

どちらかと
いえば重要
ではない

重要ではない わからない 無回答

[ 凡例 ]

（ア）自分のやりたいことができる

（イ）自分が身につけた知識や技術を
　　　活かせる

（ウ）安定していて長く続けられる

（エ）高収入である

（オ）福利厚生が充実している

（カ）働く先が大きな会社（大企業）
　　　又は有名な会社である

（キ）残業が少ない・休みがとりやすい
　　　などワークライフバランスが取れる

（ク）地元で働ける（実家から通える）

（ケ）就業先の雰囲気・社風・人間関係が
　　　よい

51.7

45.4

62.1

50.9

60.0

12.8

67.4

16.0

77.8

39.3 

42.7 

29.1 

39.9 

32.3 

33.5 

26.3 

27.0 

19.7 

6.1 

7.5 

5.9 

6.7 

4.3 

30.1 

3.2 

24.3 

1.2 

1.8 

2.7 

2.3 

1.3 

1.3 

20.5 

1.5 

30.1 

0.2 

0.9 

1.6 

0.5 

1.2 

2.1 

3.0 

1.6 

2.5 

1.0 

0.2 

0.1 

0.1 

0.1 

0.1 

0.1 

0.1 

0.1 

0.1 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

全体（n=1,184） 重要である
どちらかと
いえば重要

どちらかと
いえば重要
ではない

重要ではない わからない 無回答

[ 凡例 ]

（ア）自分のやりたいことができる

（イ）自分が身につけた知識や技術を
　　　活かせる

（ウ）安定していて長く続けられる

（エ）高収入である

（オ）福利厚生が充実している

（カ）働く先が大きな会社（大企業）
　　　又は有名な会社である

（キ）残業が少ない・休みがとりやすい
　　　などワークライフバランスが取れる

49.1

38.8

51.4

33.0

49.2

8.5

65.1

41.4 

45.5 

34.5 

50.1 

38.1 

27.0 

27.4 

6.3 

10.0 

8.8 

11.9 

6.6 

31.4 

4.0 

2.0 

3.4 

3.6 

3.3 

2.4 

29.0 

2.2 

1.3 

2.4 

1.7 

1.7 

3.6 

4.1 

1.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

＜今回調査＞【図表 5-68 あなたの考えにもっとも近い、理想とする生き方】 ＜前回調査＞【図表 5-69 あなたの考えにもっとも近い、理想とする生き方】
経済的に

豊かに
なること

社会的な

地位や名誉
を得ること

自分の好き

なように
暮らすこと

社会のため

に尽くす
こと

家族と幸せ

に暮らす
こと

わからない その他 無回答

[ 凡例 ]

全          体
　　（n=1,079） 16.1 1.4 46.1 2.2 31.9 1.4 

0.6 

0.3 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

経済的に

豊かに
なること

社会的な

地位や名誉
を得ること

自分の好き

なように
暮らすこと

社会のため

に尽くす
こと

家族と幸せ

に暮らす
こと

わからない その他 無回答

[ 凡例 ]

全          体
　　（n=1,184） 14.1 1.8 43.3 3.0 33.8 2.8 

1.3 

0.0 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

若者若者

若者 若者

（９）若者に対する調査（生活状況等）
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令和６年度川崎市子ども・若者調査結果について
（10）若者に対する調査（結婚・出産についての考え）※前回調査項目なし

 結婚していない理由としては、「適当な相手にまだ巡り会わないから」、「結婚するにはまだ若すぎるから」、「経済的に余裕がないから」の順となっている。
 『理想的な子どもの数』は「２人」が54.7％、「３人」が22.0％、「１人」が14.2％である一方、『現実的に今後持つつもりの子どもの数』は、「２人」が41.8％、

「１人」が32.9％、「３人」が5.7％であり、乖離が生じている。
 『今後持つつもりの子どもの数が、理想的な子どもの数より少ない理由』は、「子育てや教育にお金がかかりすぎるから」が77.1％、「働きながら子育てができる職場環

境がないから」が34.0％、「保育サービスが整っていないから」が26.0％となっている。

＜今回調査＞【図表 5-148 現在結婚していない理由（３つまで回答）】 ＜今回調査＞【図表 5-150 理想的な子どもの数】

38.2

17.6

2.6

24.5

22.6

18.0

39.6

18.8

29.2

4.2

1.6

5.8

7.3

4.6

1.1

0 10 20 30 40

結婚するにはまだ若すぎるから

結婚する必要性を感じないから

同棲のままで十分だから

今は、仕事（又は学業）に打ち込みたいから

今は、趣味や娯楽を楽しみたいから

独身の自由さや気楽さを失いたくないから

適当な相手にまだ巡り会わないから

異性とうまく付き合えないから

経済的に余裕がないから

結婚生活のための住居のめどがたたないから

親や周囲が結婚に同意しない（だろう）から

一生、結婚するつもりはないから

その他

特にない

無回答

全 体 (n=743)
(3LA%)

１人 ２人 ３人 ４人 ５人以上 無回答

[ 凡例 ]

全        体
　　（n=937） 14.2 54.7 22.0 

1.0 0.6 

7.5 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

＜今回調査＞【図表 5-154 現実的に今後持つつもりの子どもの数】

１人 ２人 ３人 ４人 ５人以上 無回答

[ 凡例 ]

全        体
　　（n=937） 32.9 41.8 5.7 

0.2 0.3 

19.1 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

若者

若者

若者
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令和６年度川崎市子ども・若者調査結果について

＜今回調査＞【図表 5-159 今後持つつもりの子どもの数が、理想的な子どもの数より少ない理由（複数回答）】

77.1

34.0

26.0

25.0

14.3

13.1

10.2

9.5

9.5

7.9

3.6

3.3

2.4

1.9

1.9

6.2

5.5

5.7

0 20 40 60 80 100

子育てや教育にお金がかかりすぎるから

働きながら子育てができる職場環境がないから

保育サービスが整っていないから

子どもがのびのび育つ社会環境でないから

自分や夫婦の生活を大切にしたいから

妊娠・出産のときの身体的・精神的な

苦痛が嫌だから

雇用が安定しないから

家が狭いから

自分の昇進・昇格に差し支えるから

これ以上、自分又は配偶者・パートナーが

育児の心理的、肉体的負担に耐えられないから

自分又は配偶者・パートナーが高年齢で、

産むのが嫌だから

配偶者・パートナーが望まないから

健康上の理由から

配偶者・パートナーの家事・育児への

協力が得られないから

欲しいけれども妊娠しないから

その他

特にない

無回答

全 体 (n=420)

(MA%)

若者

（10）若者に対する調査（結婚・出産についての考え）※前回調査項目なし
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令和６年度川崎市子ども・若者調査結果について
３ 調査結果から見えてきたこと

① 正規社員等の母親が増加するなど、共働き家庭が増加しており、「自分または配偶者の仕事と子育ての両立に関すること」といった「生活に関する
心配ごと・悩み」を持つ保護者が多い。また、学齢期の子どもの放課後の過ごし方が変化している。

② 「子どもの生活習慣や発達、体調に関すること」への不安等を持つ家庭は４年前の前回調査より増加しているほか、未就学児では「子育て環境に
関すること」、学齢期では「子どもとの関わり方に関すること」「学習・進学・受験に関すること」「友人関係に関すること」へ不安感を持つ保護者も多い。

③ 前回調査と比較して、世帯の所得の３分類のうち、高い方の「分類Ⅲ」の割合が、いずれの年齢でも増加しているものの、どの世代の保護者におい
ても、子育ての費用に関することを不安に感じている割合が増加している。

④ 小学校低学年のうちから「学習・進学・受験に関すること」への不安等を持つ家庭が増加しており、子どもの将来については子どもの希望を尊重した
いという保護者が増加し、学歴については「大学またはそれ以上」を考える保護者が増加している。

⑤ また、「子どもが犯罪に巻き込まれることの心配」や「急病時などに子どもを安心して預けることができる人や場所がないこと」など、安全・安心に子ども
を育てることについても多くの保護者が不安感を持っている。

⑥ 児童生徒・若者の一定割合がヤングケアラーである可能性があり、家事やきょうだいの世話等を担っている状況が見られるが、その状況について「誰
にも話していない」とする回答が多く、当事者からは、「勉強を教えてほしい」「自分のことについて話を聞いてほしい」「進路や就職など将来の相談に
のってほしい」などのニーズが見られる。

⑦ 一方で、周りからしてもらいたいことについて「特にない」という回答や、世話や家事等をしていて感じることとして「やりがいを感じている」という回答も少
なからず見られ、実際には支援が必要な状態であっても自分からサポートを求めることが難しいことも想定され、ヤングケアラーの相談先などを分かり
やすく児童生徒・若者に伝えていくことと同時に、存在に気づき、支援につなげるための関係機関の連携が重要である。

⑧ 若者が理想とする人数の子どもを持つことをためらう要因としては、子育てに関する経済的な不安感が最も多く、更に、働きながら子育てができる
職場環境や保育サービスの充実についても求められている。

⑨ 子育て支援の情報提供の状況については、十分とは言えず、「かわさき子育てアプリ」の更なる充実など、出産・子育てに安心感や見通しを持てるよ
う、ライフステージに応じた支援策等の効果的な情報発信が必要である。
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